
セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン企画   

主催   公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 
後援   福島県、福島市、福島県学童クラブ連絡協議会 
         NPO法人日本冒険遊び場づくり協会(予定) 
協力   NPO法人いいざかサポーターズクラブ 
      NPO法人こどもの森ネットワーク  

名 

◇対象者：福島の子どもたちの外遊びについて関心のある方、実際に子どもたちの外遊び活動に取り組まれ  

ている方、子育て中の保護者のみなさま、大勢の方の参加をお待ちしています！ 

◇お申し込み方法：入場無料。定員先着150人（11月14日より受付開始）。参加ご希望の方は、本チラシ   

裏面の「参加申込書」に必要事項をご記入の上、FAXか郵送でお申込みください。Ｅメールで申し込まれる方

は、件名を「外遊びフォーラム参加」として、参加申込書と同じ内容をメール本文に書いてお送りください。 

フォーラム

の目的 

 このフォーラムは、県内で活動する子ども支援団体の報告やパネルディスカッションを通

して福島の子どもにとっての「外遊び」について、私たち、おとな、ひとりひとりが、様々な

角度から学び、話し合い、これから何ができるのかをともに考えることを目的としています。

子どもにとって「外遊び」の持つ意味とは？放射線の影響が残る震災後の福島で、どのよ

うな「外遊び」活動が実践されているのか？ 子どもたちが安心して「外遊び」をできる環境

をつくるために、私たちができることは何か？ 

 そんな問いかけについて、一緒に考えてみませんか？ 

                 詳しいプログラムは裏ページをご覧ください。 
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2014年7月29日 福島市の茂庭プレーパークにて 

ふくしまっ子の「外遊び」フォーラム   
  2014年12月14日（日） 13:00-17:00 
    会場：福島県文化センター 2階会議室(福島市) 

 



お名前                                                        女 ・ 男 

所属団体（所在地）・担当 

電話 /FAX /Eメール 

講演者やパネリストに

聞いてみたいこと 

持参資料の有無   有  ・  無   （       部） 託児の希望   有  ・  無   （     才）   

参加申込書 

＜ プログラム ＞ 

   開 場： 12:30 
   あいさつ： 13:00  セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン福島事務所長 金谷直子 

  【第1部】基調講演  13:10-14:10 

   「外遊びのチカラ～震災後4年目の福島で」     天野秀昭氏    

 

 

  【第2部】事例発表  14:15-15:15 

   「福島市における冒険遊び場の試行錯誤」    佐藤耕平氏 （NPO法人いいざかサポーターズクラブ事務局長)           

      「猪苗代まで日帰り、お出かけ型“外遊び”の実践」 橋口直幸氏 （NPO法人こどもの森ネットワーク理事長）  

   「放射線教育を通して学ぶ線量測定と遊び場」  木村真三氏 （獨協医科大 国際疫学研究室室長兼福島分室長)  

  【第3部】パネルディスカッション 15:25-16:45 

    「いま、福島で、外遊び ～ 安心して遊べる環境を創っていくために ～」 

   ◇モデレーター：天野秀昭氏、五十嵐和代 (セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン福島プログラムマネージャー) 

   ◇登壇予定者：上記発表者3氏、小川武氏 (福島県子育て支援課長)、 齋藤美智子氏 (さくら保育園園長) 

  ※スケジュール、演題については一部変更する可能性があります。 

【お問い合わせ・申込み先】  公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 福島事務所 
 〒960-8035 福島県福島市本町5-8 福島第一生命ビル6F 

 TEL 024-597-6944  FAX 024-597-6945   担当：中村雄弥  Ｅメール: nakamurayuya@savechildren.or.jp 

＜会場＞ 福島県文化センター 2階会議室  福島市春日町5-54 TEL：024-534-9191 

＜アクセス＞ 【市バス】   福島駅東口バス乗り場（9番）より市内循環バス(1・2コース) に乗車、『桜の聖母短期大学』 

          停留所下車。 徒歩5分。 (運賃100円、本数は1時間に6～10本、乗車時間15分程度) 

  【駐車場】   会場には無料駐車場が450台分ありますが、当日は大ホールで別イベントが開催されるため 

        混雑が予想されます。可能な方は、公共交通機関のご利用をご検討ください。 

  【その他】   ◇託児室：0-6歳の乳幼児が対象、最大5-6名。無料。先着順で申込みを受け付けます。 

           ◇情報交流スペースを設置します： 「ふくしまの外遊び・遊び場」に関するパンフレットや関係 

                                         資料（団体紹介含む）の配布をご希望の方は、申込書に部数等記載の上、ご持参ください。 

【略歴】 大正大学人間学部人間環境学科こどもコミュニティコース特命教授。NPO法人

「日本冒険遊び場づくり協会」理事。1979年に開設された、日本初の官民協働による冒険

遊び場「羽根木プレーパーク」で初の有給プレーリーダーを務める。 

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

 セーブ・ザ・チルドレンは、すべての子どもにとって、生きる・育つ・守られる・参加する「子どもの権利」が実現されてい

る世界を目指し、世界約120の国と地域で子どもの支援活動を展開する国連公認の子ども支援専門の国際組織です。 

 福島県では、2012年4月に事務所を開設。 2011年3月に発生した東日本大震災をうけ、岩手・宮城・福島の子どもや

家族が日常性を回復できるよう、子どもたちとともに、地域の復興支援活動に取り組んでいます。 


